
カーボンフットプリントとは？

原材料の調達 生産 流通 使用・維持管理 廃棄・リサイクル

◦アルミ缶製造
◦原材料の栽培

◦ジュース製造
◦パッケージング

◦輸配送
◦冷蔵輸送
◦販売

◦冷蔵 ◦空き缶収集
◦リサイクル処理

たとえば、みかんジュース
の場合は、みかんを栽培し
たり、アルミ缶を製造する
工程でもCO2が排出され
ているんだよ

ジュースを作る
工程でもCO2が
排出されるね

お店に運ばれて
販売されること
も、製品のライ
フサイクルのひ
とつなのね

買ってすぐには飲
まないから常温
で買って冷蔵庫
で冷やすよ

飲んだら終わりで
はなく、空き缶を
捨てた後にもCO2

は排出されている
のね

CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量

18.5g ＋ 30.8g ＋ 43.1g ＋ 18.5g ＋ 12.1g ＝

カーボンフットプリント

製品のCO2排出量
＝

私たちの便利な暮らし。それを支えている製品（商品・サービス）は、つくられてから、捨てられるまでのライフサイクル全
体を通して、地球温暖化の原因となるCO2を排出しています。カーボンフットプリント（Carbon Footprint of Products）
は直訳すると、「炭素の足跡」。製品のライフサイクル全体で排出された温室効果ガス排出量を合算し、それをCO2 排出量に
換算して表示したものです。

ボクが
ナビゲート
するね

カーボくん
パパ ママ おねえちゃん まなぶくん

123g

2人とも製品の
ライフサイクル
に関わっている
んだね

缶飲料の例では…

※数値は全て仮定です

﹁CO2の
見える化﹂を
促進する
カーボン
フットプリントって何？

!
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カーボンフットプリントで何が変わるの？
カーボンフットプリントマークにより、私たちは、「環境」という新たな指標をもとに製品を選択できるようになります。ま
た、自分たちが製品に関わる段階での環境へ与える影響を意識するきっかけにもなるでしょう。たとえば、エコバックを持
ち歩いたり、こまめに電気を消すのと同じように、エコなライフスタイルへチェンジするための選択肢が増えると考えてみ
てはどうでしょうか。

日本では、京都議定書で2012年までに、国内のCO2

排出量を1990年比で６％削減することを約束してい
ます。この目標を達成するために「CO2 の見える化」
を促進するひとつの方法として、カーボンフットプリ
ントが誕生しました。製品のライフサイクルには、製
造する事業者だけでなく、原材料の調達、生産、流通・
販売、廃棄・リサイクルの段階などで多くの事業者が
関わり、とりわけ、私たち生活者もその製品を使用し、
廃棄・リサイクルする段階で関わっています。カーボ
ンフットプリントは、製品を
テーマに、事業者だけでなく
私たちも一緒に、CO2排出削
減に向けて考え、取り組んで
いくためのツールなのです。

カーボンフットプリントはどうして生まれたの？
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エコなライフスタイルへチェンジ

環境に対して
積極的に取り
組む企業を応
援することに
もなるね

製品選択

「環境」という新たな指標をもとに
製品選択ができる

製品を利用したり、捨てたりする段
階での環境への影響を意識できる

CO2が見えたら、
わかりやすいね

●CO2の総排出量の内訳（2008年度）

出典：環境省「平成20年度（2008年度）の温室効果ガス排出量（確定値）について」

家庭でも、地球のためにできる
ことから始めなくちゃね

事業者 消費者

オフィスなど
業務部門

家庭
部門

価格 カロリー

環境

リサイクル

そして

家庭でのCO2排出量
もけっこう多いんだよ

カーボンフットプリントに関する情報はこちら
▶http://www.cfp-japan.jp/

栄養 安心
安全

うちも協力するよ

製品づくりに関わる事業
者、みんなで考えてみよう

やってみたらCO2をたくさん出し
ているポイントが見つかってCO2

削減につながったよ

カーボンフットプリント
に取り組んでみよう！

リサイクル
業者

原材料・
栽培農家

このチラシを家族や
お友だちに見せて、
自分たちで何ができる
か考えてみよう

物流
業者

小売
業者
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